
まえがき

 科学研究費助成事業（科研費）は、人文学、社会科学から自然科学までの全て

の分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発

想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的研究費」であ

り、ピア・レビューによる審査を経て、豊かな社会発展の基盤となる独創的・先

駆的な研究に対する助成を行うものです。 

 科研費では、研究の目的・内容や規模に応じて研究種目を設けて、公募・審査

が行われていますが、本資料は研究費の規模が大きく評価が高い研究を支援す

るもので、一人又は比較的少数の研究者により研究が実施される「特別推進研

究」や「基盤研究（Ｓ）」、複数の研究者グループにより研究が実施される「学

術変革領域研究（Ａ・Ｂ）」について、令和２(2020)年度の新規採択研究課題等

を紹介するものです。 

本資料が大学等における研究活動の理解の一助となれば幸いです。 

文部科学省研究振興局 

(https://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/main5_a5.htm) 

独立行政法人日本学術振興会 

(https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html)
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